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個性を大切に
みなさん一人一人は、箕島中学

校の一員として大切なかけがえの

ない存在です。同時に、自分と同

様、仲間もかけがえのない存在で

す。お互いの存在、お互いの違い

を認め合うこと、相手を思いやり、

受け入れ、尊重することを大切にし

よう。 「みんなちがって

みんないい」

宮大工の小川三夫さんのお話によると、法隆寺や薬師寺を内部から見ると、「不揃いの材木」
ふ ぞ ろ

でつくられており、それらが支え合っているから、1000年を超える塔が存在するのだという

ことです。その技術を「総持ち」というそうです。「不揃いの木材がみんなでお互いに支え合

って持つ。だからこそ、安定感があるし、強い」と言えるのだそうです。人も一緒です。自

分と同じ人は一人もいない。不揃い＝オンリー・ワンです。みなさんの学級や学年に、ぜひ

ともこの考えを生かしてほしいと思います。

想像力を鍛えよう

頭の中に、形のないものや、こ

れから起こることをイメージすると

いうこと。目に見えない大切なも

の、例えば「心」、こういう言葉を使

ったら相手が傷つくのではないか、

自分のことでいえば、こんな努力を

したらもっと力が伸びるのではない

か、といったことなどです。

チャレンジしよう

箕島中学校の目標「進取の気

概」、積極的に新しいことに取り組

んでいこうということ。新たにやって

みたいこと、もっと伸ばしたいことを

見つけ、それぞれの自分を高めて

いこう。大切なことは、失敗しない

ことではなく、挑戦することです。

先週の始業式、入学式のみなさんのようす

を見ていて、２つのことを思いました。

一つ目は、みなさん一人ひとりから「がん

ばろう」という新鮮な気持ちが伝わってきて、

とてもうれしかったことです。その気持ちが、

これからのみなさんの中学校生活の源になり

ます。その気持ちを忘れないでください。

二つ目は、みなさんのそういった気持ちが

こちらまで伝染してきたこと。みなさんを見

ていて、私自身も改めて初心を忘れず、がん

ばろうという気持ちになりました。「初心忘

るべからず」、ありがとうございました。

初心忘るべからず… 何事においても、始めた頃の

謙虚で真剣な気持ちを持ち続けていかなければな

らないということ。


